
 
 

令和８年３月２日 

 
文化芸術のデジタル基盤強化・活用促進事業 

NFT 展示会を開催します 

 

文化庁は、ブロックチェーンを基盤とする NFT技術を活用した文化芸術活動の価値の可視化及
びデータ等の集積による付加価値の創出等を図るため、委託事業である文化芸術のデジタル基盤
強化・活用促進事業の中で、「NFT 技術を活用した地方文化振興の新しい事業モデル作り」を実
施しております。今回、取組の一環として NFT 展示会を東京と宮崎にて以下のとおり開催しますの
でお知らせします。  

 

本展示は入場無料です。（事前申込不要）皆様のご参加をお待ちしております。 

 

展示会概要 
■ タイトル︓LOCAL NETWORK — Community beyond the place 
■ 展示内容︓ 
①椎葉神楽 NFT を中心とした各地域（山古志・天龍峡）の作品紹介 
②「デジタル村民」によって生まれた、各地域での活動の紹介 

■ アーティスト︓堀 宏行 
■ 企  画︓株式会社クリプトヴィレッジ 



■ 協  力︓ Nishikigoi NFT, ねやねや天龍峡デジタル住民部, Shiiba Kagura NFT,   
Okazz, yxkotkx, raf 

 
＜東京会場＞ 
■ 日  時︓令和 8年 3月４日［水］から３月８日［日］まで 

       （営業時間︓14:00～19:00） 
■ 会  場︓NEORT++（ネオルトツー） 

［〒103-0002 東京都中央区日本橋馬喰町 2-2-14 maruka 3F］ 
 
＜宮崎会場＞ 
■ 日  時︓令和 8年 3月１４日［土］から３月１５日［日］まで 

       （営業時間︓9:00～17:00） 
■ 会  場︓椎葉村交流拠点施設 Katerie（かてりえ） 

［〒883-1601 宮崎県東臼杵郡椎葉村下福良１８２９−７０］ 
 
※本事業は、文化庁委託事業として株式会社クリプトヴィレッジに委託しています。 
※その他詳細は、事業者ウェブサイトをご確認ください。 
  https://two.neort.io/ja/exhibitions/local_network 
 

 

■ NFT技術を活用した地方文化振興の新しい事業モデル作りについて 
｢文化芸術推進基本計画（第２期）｣（令和５年３月２４日閣議決定）では重点取組

として「デジタル技術を活用した文化芸術活動の推進」を掲げています。デジタル技術は、人の活
動において従来感覚的な把握に頼っていた要素の客観化や人の内面にある無自覚・無意識的な
認識の可視化、情報の集積による新たな知見の発見などに長けており、これまで文化芸術活動に
おいて適正に評価できてこなかった価値（社会的価値、経済的価値を含む）の可視化や、情報
発信が可能になると考えられます。 
本事業では、ブロックチェーンを基盤とする NFT 技術を活用した文化芸術活動の価値の可視

化・最大化や課題の可視化・改善、データ等の集積による付加価値の創出等の取組を実施し、
その成果として文化芸術団体等への民間からの支援や投資の拡大により持続的に発展可能な
事業モデルを構築することを目的としています。 

https://two.neort.io/ja/exhibitions/local_network


 
【取組概要動画】 
※文化庁公式 YouTube チャンネルにて公開中。 

 
 
 
 
 

 
■ お問合せ 
 株式会社クリプトヴィレッジ（E-mail: hi@crypto-village.xyz） 
 
 

＜本件担当＞ 
文化庁文化経済・国際課 
E-mail︓kei-sai@mext.go.jp 
電話︓03-6734-2836（直通） 

mailto:kei-sai@mext.go.jp

